
(1)入力に最大許容値を超える電圧や電流を加えると，機器の
破損につながります。

(2)電源電圧は使用可能範囲内で使用してください。使用可能

範囲外で使用しますと火災・感電・故障の原因となります。

(3)本書の内容に関しては製品改良の為予告なしに変更するこ

(4)本書の内容については万全を期して作成しましたが，万一

とがありますのでご了承ください。

ご不審な点や誤り，記載もれなど，お気付きのことがあり

ました場合は、取扱店または直接弊社へご連絡ください。

(5)本書をお読みになった後は，いつでも見られる場所に必ず

保存してください。
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信号に変換します。

　RS-232C変換器 TW-3Nは、直流電圧または直流電流をRS-232C

　入力、出力、電源間は３ﾎﾟｰﾄ絶縁で、ｹｰｽはDINﾚｰﾙにﾜﾝﾀｯﾁで

　RS-232C信号は全二重方式ですので、指定のコマンドを使用する

ことにより測定ﾃﾞｰﾀの取り込みや測定動作に必要なﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定

することが出来ます。

取り付け可能です。入力及び電源には脱着式のｺﾈｸﾀを、RS-232C

ﾃﾞｰﾀ出力にはD-subﾀｲﾌﾟの9ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀを採用しています。

型　　式 入 　力

1MΩ以上

入力抵抗 ｽｹｰﾘﾝｸﾞ範囲 最大許容入力

±250VTW-3N-0

DC 0～10V

DC 4～20mA

上 記 以 外

1MΩ以上 ±250V

±50mA

Y仕様製作可能範囲

入力電流:DC 0～50mA以下、最小ｽﾊﾟﾝ:DC 2mA

1MΩ以上DC 1～5V ±250V

DC 0～5V

TW-3N-1

TW-3N-2

TW-3N-A

TW-3N-Y

ﾌﾙｽｹｰﾙ:

ｵﾌｾｯﾄ:

入力電圧:DC 0～250V以下、最小ｽﾊﾟﾝ:DC 0.2V

±250V/±50mA

±9800

±9800

本器のﾃﾞｰﾀ出力は次の演算式の結果で出力されます。

入力値を(Ｘ)とした場合のﾃﾞｰﾀ出力値(y)は

本器の許容差は(FSC-OFS)/(FIN-OIN)　の計算値が １以下のときに　

適用します。

　　4-20mA入力の場合は[(FIN-OIN)×5]となります。

　注)・FSC : ﾌﾙｽｹｰﾙ設定値

・OFS : ｵﾌｾｯﾄ設定値

＊１：1-5V入力の場合は[(FIN-OIN)×2]

　　 ・FIN : ﾌﾙｽｹｰﾙﾃﾞｰﾀ出力時の入力値

　 ・OIN : ｵﾌｾｯﾄﾃﾞｰﾀ出力時の入力値

　y＝(a×Ｘ)＋b　となります。

ｹﾞｲﾝ(ａ)＝(FSC-OFS)/(FIN-OIN)､ ｵﾌｾｯﾄ(b)＝OFS-(OIN×a)

TW－3N－□

　入力信号

ｼﾘｰｽﾞ名

基本型式

　 DC 1～5V

　 DC 0～10V

　 DC 4～20mA

　 上記以外

　 DC 0～5V0.

1.

2.

A.

Y.

1. 動 作 方 式  : 2重積分方式

2. 入 力 回 路  : ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾃﾞｯﾄﾞ形

3. 入力ﾊﾞｲｱｽ電流: 2nA(TYP)

-5℃～50℃、35～90%RH(結露なきこと)

-10℃～70℃、60%RH以下保存温湿度範囲:

(書き込み回数　10万回保証)

4. ﾒﾓﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ　:EEPROMを使用し､設定ﾃﾞｰﾀを10年間保持

6. 許  容  差  : ±0.1% of F.S　

7. 温 度 特 性  : ±100ppm/℃ of F.S

10. 耐　電　圧  : 入力-出力-電源 各間 AC2000V 1分間
11. 絶 縁 抵 抗  : 入力-出力-電源 各間 100MΩ以上(DC 500V)

13. 質  量  : 約130g

使用温湿度範囲:14.

15. 

16. 付　属　品  : 取扱説明書、端子ｶﾊﾞｰ、脱着式6Pｺﾈｸﾀ×2

9. ﾉｲｽﾞ除 去 比 : NMR 40dB TYP(50Hz/60Hz)

12. 電 源 電 圧  : DC 24V±10%　65mA(TYP)

5. ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速 度:12.5回/秒(50Hz)､15回/秒(60Hz)

8. 応 答 速 度  : 0→100% 160ms以下(ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度12.5回/秒時)

5. ｽ ﾀ ｰ ﾄ ﾋﾞ ｯ ﾄ : 

8. ｽ ﾄ ｯ ﾌ゚  ﾋ゙  ｯ ﾄ :

2. 通 信 方 式  : 

3. 同 期 方 式  :

10.

11.

12.

1. 電気的特性　: 

4. 伝 送 速 度  :

6. ﾃﾞ  ｰ  ﾀ  長 : 

7. 誤 り 検 出  : 

9. 文 字 ｺ ｰ ﾄﾞ:
伝送制御手順:

使 用 信 号 名 :

 ﾃ ﾞ  ﾘ  ﾐ  ﾀ :

EIA RS-232C準拠

1ﾋﾞｯﾄ

7ﾋﾞｯﾄ
偶数パリテｲ

2ﾋﾞｯﾄ
ASCIIｺｰﾄﾞ

無手順
TXD,RXD,RTS,CTS,SGのみ

調歩同期式

全二重

9600bps

CR･LF

６

１

９

５

6

1

9

5 入力信号

RS-232C入出力ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ

ＳＧ

ＲＴＳＣＴＳ

ＴＸＤ ＲＸＤ

電源
DC24V

⑥Lo

⑤Hi⑪＋

⑫－

してください。より線の場合は

端子台への接続線は単線にて接続

単線ｻｲｽﾞ:１.４φ

被覆剥き代 8mm
より線ｻｲｽﾞ:１.５ｍｍ

ＡＩ １．５－８ＢＫ
(フェニックス製)

棒端子(推奨品)

棒端子を使用されることを推奨します。

番は空き端子ですが中継端子に使用しないでください。

注意 入出力ｺﾈｸﾀの3～4番､7～10番及びRS-232C用ｺﾈｸﾀの1,4,6,9

・⑤,⑥：入力端子
⑤端子がHi側、⑥端子がLo側です。⑤端子がHi側、⑥端子がLo側です。

・⑪,⑫：電源端子

・RS-232C入出力ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ

D-subﾀｲﾌﾟの9ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀです。ｿｹｯﾄｺﾈｸﾀは別途お買い求め

ください。ｹｰﾌﾞﾙはｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙを使用してください。

⑪端子が＋側、⑫端子が－側です。本器には電源ｽｲｯﾁが

無いため電源投入後､約3秒おいて動作状態となります。

・①,②：電源周波数の設定
誘導ﾉｲｽﾞ除去のため、地域により何れかに設定します。

①,②端子開放で50Hz、①,②端子短絡により60Hzになります。

①50/60

②COM
電源周波数設定

２

*1

51Ω

注 意

※ ｺﾈｸﾀ形端子台接続線処理方法(推奨)

１．概　要

■型式の構成

２．仕　様

■入力仕様

３．一般仕様

４．RS-232Cﾃﾞｰ ﾀ入出力

５．接続方法及び端子の説明
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ください。

※2台以上並べて使用される時は、ｽﾍﾟｰｻｰ等を入れて密着をさけて

 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ等でｽﾗｲﾀﾞｰを押し下げる。

 本体右側を上に上げる。

Ａ

Ｂ

Ｃ

 本体左側をﾚｰﾙに掛ける。

 本体右側を押し込む。

Ａ

Ｂ

ＡＣ

ＢＢ

Ａ

 本体左側をﾚｰﾙより外す。

・保存温度-10℃～+70℃以内､湿度60%以下の範囲で保存してください。

ご使用ください。

・ちり､ｺﾞﾐ､電気部品に有害な化学薬品・ｶﾞｽ類等のない場所で

・振動・衝撃がかからない様にしてください。

・ﾉｲｽﾞ等の影響を減らすために入出力配線を電源配線と同一結束・

同一ﾀﾞｸﾄ内で使用することは避けてください。

保証期間は納入日より1ヶ年です。この間に発生した故障で明らかに

弊社が原因と判断される場合は無償で修理致します。

万一故障した場合は取扱店、または直接弊社へご連絡(送付)ください。

(故障内容はできるだけ詳しくﾒﾓされ、現品と同封していただけると

幸いです。)

本製品は品質管理のもとで製造,試験,検査をして出荷していますが
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1)ｺﾏﾝﾄﾞ(ﾎｽﾄ側)

ｺﾏﾝﾄﾞ

ＤＳＰ C　　L
R 　F

ﾃﾞﾘﾐﾀ(0DH+0AH)

2)応答(例)
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１(文字数)

ＹＥ

Ｎ R　F

７

００

ｺﾏﾝﾄﾞを認識した､または実行したことを応答する。

ｺﾏﾝﾄﾞ及びﾃﾞー ﾀにﾌｫ ﾏーｯﾄｴﾗー があった事を応答する｡

C　L
R　F 本器の出力ﾃ゙ ｰﾀ

C　L
R　F

C　L
R　F７

(ＤＳＰ　　 を実行した時)

Ｓ

？ C　LＯ

－３７

５

C　L
R　F

本器にはｽｹｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ等を記憶しておくためにEEPROMが内蔵されて

おりますが書き換え回数は10万回保証となっております。

EEPROMは次の動作時に書き換えられます。

・ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを設定してRｺﾏﾝﾄﾞで測定動作に戻るとき。

ＤＳＰ ５００C　L
R　F

C　L
R　F

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９文字長 １０１１１２１３ 文字長１４１５１６１７

(小数点付きﾃﾞｰﾀ)

(ﾏｲﾅｽﾃﾞｰﾀ)

(ﾃﾞｰﾀｵｰﾊﾞｰ時)

２ ．５ ０C　L
R　F

７８．５C　L
R　F

３ ７

８

８

－２

１

＜＝ ９

7-1　ＤＳＰ(測定値の応答)

DSPｺﾏﾝﾄﾞを実行することにより測定値を応答します。ﾃﾞｰﾀが測定

範囲外の場合はﾃﾞｰﾀ値に"<="がつきます。尚､数値ﾃﾞｰﾀはｵｰﾊﾞｰに

なる直前の測定値を応答しますので状況により変わります。

※入力信号の変化が大きな場合やｵｰﾊﾞ-状態から復帰した場合は､

安定した出力を得るまでに2～3ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間が必要になります｡

C　L
R　F

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９文字長 １０１１１２１３ 文字長１４１５１６１７

３ＥＴ ＦＳＣ ０９８０ C　L
R　FＭ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｒ

C　L
R　F

C　L
R　F

C　L
R　F

C　L
R　F

C　L
R　F

C　L
R　F

Ｆ ９

０

ＩＮ

ＯＦＳ

９９９

ＤＥＰ ４C　L
R　F

Ｅ C　L
R　FＹ Ｓ

10～11

10～11

10～11

６

５

１

１

１

１

METｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合は測定動作は中止します。

各ﾃﾞｰﾀはNの入力により順次出力されます。ﾃﾞｰﾀの変更は応答に

ＮC　L
R　F

C　L
R　F０ＯＩＮ 10～11１

００１０ C　L
R　F

C　L
R　F１０００ 10～11１～４ＯＦＳ

*

*

対して変更するﾃﾞｰﾀを入力します。(上記"*"：OFCを"0"から

"1000"に変更した場合､"1000"と応答します。) Nｺﾏﾝﾄﾞを入力中

は繰り返し設定出力します。測定動作に復帰する場合はRｺﾏﾝﾄﾞを

入力します。Rｺﾏﾝﾄﾞはどの時点でも有効です。

設定出来ます。出荷時は"4"で設定なしの状態になっています。

1 2 3DEP(小数点)の設定は"1"で10 桁､"2"で10 桁､"3"で10 桁の各桁に　 入力(+) 5

入力(-) 6

４
８

7-2　ＭＥＴ(ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの応答) [TW-3N-2の場合]

ＵＳ－４６５０８f取扱説明書　ＭＯＤＥＬ　ＴＷ－３Ｎシリ－ズ

■取り付け ■取り外し

６．ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏ ｯﾄ及び応答ﾌｫｰﾏｯ ﾄ １０．取り付け、取り外し方法

１１．保守上の注意

１２．保　　証

１３．アフターサービス

１４．ブロック図

　９．外形寸法図

８．EEPROMについて

７．ｺﾏﾝﾄﾞ




